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衛星データ 

船舶データ 

ARGOデータ 

• ２００１年１２月からわが国で初めて予測情報のウェッブ公開
を開始。 

• ２００５年には予測情報を産業界に提供すべく、ベンチャー企
業フォーキャストオーシャンプラス社をスピンオフ。 

観測と物理法則にもとづ
いた客観的な海の状態の
解析と予測 
 
 
 



よく使われる（漁業関連、マリンレジャーなど） 
雲に影響される（衛星から海面付近を観測できない） 
予測には使えない 
 

2015年11月16日 

神奈川県水産技術センター  

https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&cad=rja&uact=8&ved=0CB0QFjAAahUKEwjuzLOH3pnJAhUGMaYKHdgwAQA&url=http://www.agri-kanagawa.jp/suisoken/&usg=AFQjCNHOrbEZlC6ZXk2Bmv3KJbb__JVaPg&bvm=bv.107763241,d.dGY


まだよく知られていない 
どう使えばよいかわからない 
信頼性がわからない  
関心があるのはもっと小さいスケール 



天気予測 
気候予測 

メディア 
気象予報士 

一般 
ユーザー 

海洋予測 
一般ユーザー 

？ 

Feedback 

研究者とユーザーをつなぐコミュニケーションが必要 



２０１５年 
１月30日から 
毎週 
金曜夕方更新 

「黒潮親潮ウォッチ」 
Webで検索 



解説 検証 



漁獲量の減少（きびなご等） 宿毛湾 

宿毛湾を利用する市民が中心となって、 
宿毛湾の海洋環境問題を解決する枠組みが必要 



外部変動・変化とローカルな要因 
地球環境の変動・変化の地域影響へのモデルケース 

2015年5月21日 

海面水温 

クロロフィルa 



漁網への被害 
生物生産性・赤潮 
透明度（マリンレジャー） 

2015年5月21日 

海面水温 

クロロフィルa 
九州 四国 

九州 
四国 

宿毛湾 

宿毛湾 

黒潮 

黒潮 



参画機関 
笹川平和財団海洋政策研究所、宿毛市役所 
JFすくも湾漁業共同組合、NPO法人黒潮実感センターなど 

海の健康診断の実施 
生物組成A、干潟・藻場面積の変化C など 
地元関係者との会合 

宿毛市への提言書の作成 
具体的な活動 

藻イカの繁殖、黒潮親潮ウォッチの情報提供 



黒潮親潮予測モデル
(JCOPE2) 

2ヶ月予測、分解能約9km 

沿岸予測モデル 
（JCOEP-T) 

10-14日予測、分解能約3km 

宿毛湾周辺 
スペシャル 

3-7日予測、分解
能 数100m -1km 

JCOPE-T 
2015/5/15 
-2015/5/25 
海面温度 

宿毛湾 



地形データ（宿毛湾内の海底地形図） 
漁船からのリアルタイムな観測データ（水温、流速など） 
水産物の漁獲量や海水の透明度などの証言 



研究者がステークホルダーと共に課題選択を行い、研究で 
得られた成果をステークホルダーに分かりやすく伝える 



領土、領海、排他的経済水域の問題に注目が集
まりがちな「縁辺海」は、関係各国が今こそ協働し
なければ、海洋環境の劣化を招き、等しく不利益
を被ることになる。このような認識を、自然・人文・
社会科学者は言うまでもなく、すべての利害関係
者（ステークホールダー）が共有し、持続可能な
「縁辺海」の確立に向け、海洋科学（海洋物理、
化学、生物）データと将来予測に基づいて行動す
ることで、地政学上不安定化しやすい西太平洋
の縁辺海の安定化に貢献することができる。 

2016年2月5日にワークショップを予定 
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